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　要介護高齢者の口腔内に膜状物質を見ることが
あるが，その形成要因は明らかにされていない．
本研究は，要介護高齢者を対象から採取された膜
状物質を鏡顕的に観察し，上皮成分の有無を確認
し，上皮成分を有する膜状物質の形成要因につい
て検討した．対象は，2007年 4 月に愛知県内の C
病院入院中の患者のうち6₅歳以上の要介護高齢者
70名（81.1±7.7歳）であった．調査対象者全員
が寝たきりで， 1日 2回の介助磨きが実施されて
いた．入院記録から年齢，疾患，常用薬，寝たき
り度，意識レベル，意思疎通の有無，発語の可否，
介助磨きの頻度を調査するとともに Gingival In-
dex,開口状態の有無，舌苔（小島の分類），舌背
部と舌下部の粘膜保湿度を評価した．口腔内に観
察された膜状物質は，歯科医師がピンセットで可
及的に除去し，採取した．膜状物質は，重層扁平
上皮由来の角質変性物が確認できたものを上皮成

分のある膜状物質と判断し，その形成要因を決定
木分析とロジスティック回帰分析により検討した．
　70名中16名の調査対象者の口蓋から膜状物質が
採取され，重層扁平上皮由来の角質変性物として
確認された．膜状物質の形成に最も優先され，最
も関連のある要因は「経口・経管」であり，経口
摂取者には膜状物質がみられなかった．次に関連
性が高かった要因は，「舌背乾燥（オッズ比：
32.3）」であった．舌下粘膜の保湿度と関連がな
かったので，唾液分泌量に依存しない口腔粘膜の
乾燥であることを示唆していた．「開口（オッズ
比；2₅.8）」は，口蓋粘膜が外気にさらされ，乾
燥していることにより膜状物質の形成要因という
ことが考えられた．この 3つの要因は，口腔機能
が失われている要介護高齢者に関連するものであ
り，口腔粘膜の乾燥が原因であることが示唆され
た．
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